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み
ち
の
く
の
冬
は
早
く
来
る
。
そ
し
て
長
い
。
こ

の
重
苦
し
い
冬
を
需
し
て
植
物
は
ひ
九
す
ら
に
春

の
到
来
を
待
つ
。
こ
の
よ
う
な
風
土
は
不
屈
の
粘
神

を
形
成
す
る
に
極
め
て
効
果
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

み
ち
の
く
の
一
角
、
厳
密
に
言
え
ぱ
、
北
緯
三
九

度
八
分
の
地
に
水
沢
が
あ
る
。
こ
の
土
地
は
同
志
社

と
深
い
関
係
を
持
つ
の
み
な
ら
ず
、
京
都
と
も
浅
か

ら
ぬ
因
縁
が
あ
る
。
平
安
の
昔
、
京
都
よ
り
は
る
ぱ

る
北
進
し
て
来
た
坂
上
田
謀
呂
が
北
辺
の
守
鷲
」

固
め
る
た
め
に
築
い
た
卯
沢
城
跡
は
市
の
北
方
に
あ

る
。
ま
た
京
都
と
対
抗
し
、
朧
三
代
の
栄
輩
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
九
跡
を
と
ど
め
る
中
尊
寺
、
そ
の
所

在
地
で
あ
り
、
義
経
の
哀
史
を
千
古
に
伝
え
る
平
泉

も
水
沢
を
距
る
こ
と
僅
か
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

水
沢
は
徳
川
時
代
は
伊
鳶
の
領
地
と
な
り
、
世

々
留
守
家
が
水
沢
の
藩
主
で
あ
っ
九
。
水
沢
の
輩
出

し
た
数
々
の
偉
人
の
中
で
も
最
も
光
彩
を
火
織
し
て

い
る
の
は
高
簑
英
で
あ
る
。
こ
の
水
沢
と
同
志
社

と
の
関
係
を
記
す
九
め
に
は
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
人
物
が
い
る
。
す
な
わ
ち
山
峪
為
徳
氏
で
あ
る
。

菅

で
水
沢
藩
士
山
崎
為
美
氏
の
長
男
と
し
て
誕
生
し

た
。
同
時
代
の
友
人
に
斎
藤
実
氏
、
後
需
平
氏
が

あ
り
、
世
に
三
人
の
こ
と
を
水
沢
の
三
秀
才
と
呼
ん

で
い
る
。
明
治
の
新
政
は
東
北
の
地
に
も
清
新
の
気

を
も
た
ら
し
、
明
治
二
年
水
沢
に
胆
沢
県
庁
奮
か

れ
、
他
県
か
ら
優
秀
な
指
導
者
が
水
沢
に
来
九
。
そ

の
一
人
に
熊
本
出
身
の
小
参
遜
田
大
造
氏
が
居

九
。
明
治
五
年
野
田
氏
が
郷
里
熊
本
に
加
る
こ
と
と

な
り
、
将
来
有
為
の
少
年
を
熊
本
へ
伴
い
帰
ろ
う
と

し
九
。
そ
の
選
に
与
っ
た
の
が
山
峪
為
徳
氏
で
あ
っ

九
。
山
崎
氏
は
青
春
の
志
を
抱
い
て
笥
氏
に
随
っ

て
は
る
ば
る
南
国
熊
本
へ
と
旅
立
っ
た
。
そ
こ
で
野

田
氏
の
紹
介
で
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
大
尉
に
よ
り
新
教
育

を
施
そ
う
と
し
て
い
た
熊
需
学
校
に
入
学
し
た
。

山
崎
氏
は
九
州
男
児
と
と
も
に
勉
学
に
粘
励
し
、
明

治
八
器
一
回
の
璽
式
に
首
席
で
卒
業
し
九
。
同

級
生
に
は
小
崎
弘
道
氏
、
森
田
久
万
人
氏
、
横
井
時
雄

氏
ら
が
い
た
。
山
崎
氏
は
繋
で
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
感

化
で
神
を
知
り
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
九
が
、
こ
れ
は
生

涯
の
方
向
を
定
め
る
の
に
決
定
的
鼠
で
あ
っ
九
。

熊
本
洋
学
校
キ
烹
米
し
た
山
崎
氏
疑
京
の
開
成

学
校
(
東
京
大
学
の
前
身
)
に
入
学
し
た
。
し
か
し

氏
は
開
成
学
校
に
満
足
出
来
ず
、
は
る
か
西
京
に
新

鳥
嬰
先
生
が
生
涯
を
傾
け
て
製
し
た
黒
社
翫

山
崎
穐
氏
は
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
に
水
沢
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れ
を
持
ち
、
開
成
学
校
を
丹
て
て
黒
社
に
入
学
し
、

新
島
先
生
に
師
事
し
よ
う
と
の
決
゛
一
を
固
め
る
に
至

つ
た
。
そ
の
闇
の
事
k
に
つ
い
て
山
崎
氏
は
次
の
よ

に
記
し
て
い
る
。

「
刷
成
学
校
に
て
は
教
師
を
数
千
里
の
外
よ
り
雇

)
、

莫
大
価
の
繊
を
求
め
数
百
の
生
徒
を
日
本

し中
よ
り
集
め
、
壮
麗
な
る
学
舎
を
建
立
し
、
数
多
の

学
科
を
値
き
、
数
万
の
霄
籍
を
求
め
譜
日
木
第

一
の
学
校
に
し
て
、
人
々
日
本
中
の
第
一
と
す
れ
ど

も
其
の
内
惰
を
見
れ
ぱ
事
が
斉
わ
ず
。

故
に
此
の
学
校
を
去
り
、
為
徳
一
人
の
徳
を
修
む

る
を
窃
め
ざ
る
を
得
ず
、
為
野
凶
を
見
る
に
耶
殊

葬
教
に
如
く
者
な
し
、
西
京
に
学
校
あ
り
、
耶
蕉

教
を
学
ぷ
に
適
し
、
故
に
大
学
を
去
り
、
西
京
に
行

き
、
三
年
冏
も
此
の
教
え
豊
意
を
得
ん
と
欲
す
」

か
く
て
明
治
十
年
九
月
東
京
を
出
発
し
、
新
島
嬰

先
生
に
会
い
、
黒
社
に
入
学
し
た
。
山
崎
氏
は
同

志
社
に
学
ぷ
こ
と
三
年
、
明
治
十
二
年
第
一
回
の
卒

為
を
嘉
で
卒
ぞ
た
。
そ
し
て
森
田
久
万
人
氏
、

和
原
盛
宏
氏
と
と
も
に
母
校
祠
志
社
に
教
授
兼
幹
事

と
し
て
止
ま
り
、
誓
先
生
の
片
腕
と
し
て
黒
社

教
育
に
憙
し
た
。
山
崎
氏
に
師
事
し
た
大
西
祝
博

士
は
「
そ
の
頃
祭
に
伝
道
師
養
成
所
に
過
ぎ
ぎ
る

の
観
あ
り
し
同
志
社
轟
く
一
学
校
の
面
Π
を
見
る

に
至
れ
る
は
山
崎
氏
の
力
、
大
に
与
れ
り
」
と
同
志

社
教
育
に
お
い
て
山
崎
氏
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。
し
か
し
明
治
十
四
年
森
頃
よ
り
欝

の
犯
す
所
と
な
り
、
始
め
は
有
縛
伽
泉
で
療
養
し
て

い
た
が
、
新
鳥
先
生
の
す
す
め
烹
受
け
入
れ
、
新
島

邸
で
療
養
に
つ
と
め
た
が
甲
斐
な
く
、
十
一
月
遂
に

二
十
五
歳
に
し
て
不
耆
客
と
な
っ
九
。
山
崎
氏
の

非
儀
は
黒
社
葬
で
行
な
わ
れ
、
廻
在
若
王
十
の
新

鳥
先
生
の
傍
ら
で
眠
っ
て
い
る
。

山
崎
氏
が
初
穂
と
な
っ
て
、
水
沢
出
身
者
で
伺
志

社
に
学
ぷ
者
が
相
い
つ
ぎ
、
水
沢
と
黒
社
と
は
深

い
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
。
山
崎
氏
に
つ
い
で
同
志

社
の
円
を
叩
い
た
の
は
片
将
治
氏
で
あ
っ
た
。
氏

の
父
片
桐
英
之
助
氏
は
水
沢
甜
茶
の
京
中
流
槍
術

の
師
築
あ
っ
た
。
清
治
氏
は
明
治
十
三
飯
党
よ

り
選
ば
れ
て
は
る
ぱ
る
黒
社
に
赴
い
た
。
か
く
し

て
耐
志
礼
で
業
こ
と
五
年
、
明
治
十
八
年
卒
業
と

と
も
に
蜑
水
沢
地
方
の
伝
道
師
と
な
り
、
キ
リ
ス

ト
教
の
宣
教
に
精
進
し
た
。
や
が
て
明
治
二
十
一
年
、

仙
台
に
新
晃
生
が
校
:
と
な
っ
て
東
華
学
校
が
設

立
さ
れ
る
や
、
片
桐
氏
は
東
輩
学
校
忠
叢
と
し
て

赴
任
し
、
そ
の
時
以
来
、
仙
台
に
留
ま
り
、
東
三
番

丁
教
会
の
噐
と
し
て
多
く
の
人
々
を
教
化
し
た
。

氏
の
次
男
哲
氏
が
同
志
社
の
教
謬
専
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

片
桐
氏
よ
り
遅
れ
る
こ
と
十
余
年
、
明
治
三
十
二

年
厶
葬
魯
多
方
よ
り
高
橋
蛋
牧
師
が
水
沢
教
会
の

牧
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
比
は
水
沢
出
身
の
籍

降
氏
と
結
婚
、
十
余
年
の
水
沢
の
牧
会
は
ま
こ
と
に

活
気
溢
る
る
も
の
で
あ
っ
六
。
氏
の
子
息
、
高
橋
勘

氏
は
現
在
、
伺
志
社
襄
の
校
長
と
し
て
奉
職
さ
れ

て
い
る
。
一
鼎
正
道
牧
師
の
導
き
で
キ
リ
ス
ト
教
に

入
り
、
山
崎
、
片
桐
両
氏
に
続
い
て
同
志
社
に
学
ん

だ
方
鳶
橋
果
三
氏
で
あ
る
。
氏
は
釜
水
沢
の
ほ

か
東
京
、
新
京
等
各
地
の
教
会
の
箭
を
歴
任
、
現

在
東
京
に
在
住
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
水
沢
の
隣

り
町
の
金
力
崎
町
か
ら
は
千
田
儒
が
出
身
、
長
く

同
志
社
に
奉
職
さ
れ
た
が
、
今
は
審
屋
川
市
の
一
角

で
畠
の
生
活
を
送
っ
て
居
ら
れ
る
。

山
崎
為
徳
氏
の
死
に
あ
た
っ
て
、
斬
島
先
生
は
「
一

人
の
山
崎
は
死
ん
だ
が
、
諸
君
の
こ
と
ご
と
く
が
山

崎
の
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る
な
ら
ぱ
、
彼
の
死
は
わ

れ
わ
れ
の
頂
失
で
は
な
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
山
崎

氏
に
共
て
今
も
な
お
水
沢
の
地
か
ら
同
志
社
に
学

ぷ
者
が
跡
を
絶
た
な
い
の
は
心
強
い
隈
り
で
あ
る
。

(
校
友
.
水
沢
教
会
牧
師
)
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